
　

ケ
ヤ
キ
は
日
本
を
代
表
す
る

落
葉
広
葉
樹
で
、
松
と
共
に
、

日
本
の
樹
木
の
双
璧
と
い
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
北
海
道

以
外
の
日
本
各
地
と
、
朝
鮮
半

島
・
中
国
・
台
湾
に
分
布
し
、

大
き
い
も
の
で
高
さ
が
30
ｍ
を

超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
、
近
年

で
は
日
本
の
ケ
ヤ
キ
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
北
ア
メ
リ
カ
の
公
園

や
街
路
樹
と
し
て
植
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
葉
は

幅
の
狭
い
卵
型
で
、
縁
は
ギ
ザ

ギ
ザ
、
樹
皮
は
灰
褐
色
で
年
を

と
る
と
、
う
ろ
こ
の
様
に
、
ポ

ロ
ポ
ロ
と
剥
が
れ
て
い
き
ま
す
。

樹
皮
や
根
の
皮
も
染
料
と
し
て

使
え
ま
す
が
、
木
材
と
し
て
の

価
値
の
高
さ
は
、
皆
さ
ん
ご
存

知
だ
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
は
家
の
大
黒
柱
や
神
社
・

寺
院
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
然

の
ケ
ヤ
キ
が
枯
渇
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
な
か
な
か
一
般
の
住

宅
で
は
使
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
材
質
と
し
て

は
耐
久
性
に
優
れ
る
一
方
で
、

伐
採
し
て
か
ら
乾
燥
さ
せ
る
ま

で
の
間
に
、
大
き
く
反
っ
て
い

く
の
で
、
中
途
半
端
に
乾
燥
さ

せ
た
状
態
で
柱
に
使
っ
た
場
合

に
、
家
を
動
か
す
ほ
ど
反
る
こ

と
も
あ
る
な
ど
、
使
う
こ
と
が

難
し
い
木
材
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、江
戸
時
代
に
は
、

材
を
船
や
橋
げ
た
に
使
っ
て
、

枝
を
海
苔
の
養
殖
に
使
っ
た
こ

と
か
ら
、
幕
府
が
植
え
る
こ
と

を
奨
励
し
た
ほ
ど
、
木
材
と
し

て
有
用
な
も
の
で
し
た
。

　

枝
の
広
が
り
が
美
し
い
こ
と

か
ら
、
関
東
地
方
で
は
街
路
樹

と
し
て
植
え
ら
れ
る
ほ
か
、
古

く
か
ら
屋
敷
林

と
し
て
植
樹
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

上
三
川
町
周
辺

の
地
域
の
景
観

を
作
っ
て
い
る

木
の
一
つ
と
も

い
え
、
実
際
、

周
辺
で
も
真
岡

市
・
茂
木
町
・

芳
賀
町
で
市
町
の
木
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
馴
染
み
が

深
い
で
木
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

井
戸
川
の
ケ
ヤ
キ
は
樹
高
約

18
ｍ
で
、
推
定
樹
齢
は
270
年
で

す
が
、
一
番
の
特
徴
は
合
体
木

と
い
っ
て
何
本
か
の
木
が
結
合

し
た
、
珍
し
い
形
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
地
上
約
１

ｍ
で
３
本
の
木
が
結
合
し
、
一

見
す
る
と
１
本
の
木
に
見
え
ま

す
。
こ
こ
ま
で
は
よ
く
あ
る
話

な
の
で
す
が
、
さ
ら
に
西
側
の

一
枝
が
、
3.5
ｍ
も
離
れ
た
別
の

ケ
ヤ
キ
と
結
合
し
て
い
る
の
で

す
。
４
本
の
木
が
長
い
年
月
を

か
け
て
く
っ
つ
き
、
現
在
で
も

元
気
に
緑
の
葉
が
生
い
茂
る
様

子
は
、
仲
良
く
助
け
合
い
生
き

る
家
族
の
姿
を
み
る
よ
う
で
す
。

町
指
定
文
化
財　
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１
７
２
８

享
保
13

８
代
将
軍
吉
宗
、
日
光
社
参
。
関
宿
通
多
功
道
に
も
13
の
大
名
が
通
行
。

１
７
２
９

享
保
14

関
東
地
方
の
農
村
に
菜
種
栽
培
を
奨
励
。

１
７
３
１

享
保
16

幕
府
、
加
賀
藩
か
ら
15
万
両
借
り
入
れ
。

１
７
３
２

享
保
17

こ
の
年
、
下
神
主
村
に
て
干
鰯
・
小
糠
の
使
用
が
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

１
７
３
５

享
保
20

幕
府
、
米
価
格
の
下
落
を
防
ぐ
た
め
、
最
低
価
格
を
決
め
る
。

１
７
３
６

元
文
元

清
国
船
の
年
間
渡
来
数
が
25
隻
に
改
め
ら
れ
る
。

１
７
３
８

元
文
２

磐
城
平
藩
で
元
文
一
揆
が
起
き
る
。

１
７
３
９

元
文
３

ロ
シ
ア
の
探
検
船
、
陸
奥
・
阿
波
・
伊
豆
沿
岸
に
現
れ
る
（
元
文
の
黒
船
）
。

１
７
４
０

元
文
４

一
橋
家
が
創
設
さ
れ
る
。

※

こ
の
こ
ろ
、
井
戸
川
の
ケ
ヤ
キ
が
植
え
ら
れ
る
。

１
７
４
１

寛
保
元

大
山
村
領
主
旗
本
小
出
靱
負
の
領
民
11
名
が
江
戸
に
て
検
見
の
不
公
正
を
訴
え
出
る
。

１
７
４
２

寛
保
２

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
船
、
長
崎
に
渡
来
す
る
。

１
７
４
３

寛
保
３

西
蓼
沼
村
の
磯
川
西
原
地
が
全
村
民
に
分
割
さ
れ
る
。

１
７
４
５

延
享
２

徳
川
吉
宗
将
軍
辞
職
、
徳
川
家
重
将
軍
に
就
任
す
る
。

１
７
４
６

延
享
３

簗
村
・
鞘
堂
村
よ
り
多
功
村
上
之
原
秣
場
の
存
続
願
が
提
出
さ
れ
る
。

１
７
４
８

寛
延
元

竹
田
出
雲
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
が
初
め
て
演
じ
ら
れ
る
。

１
７
４
９

寛
延
２

宇
都
宮
藩
主
戸
田
忠
盈
、
肥
前
島
原
に
移
封
、
島
原
藩
主
松
平
忠
祗
が
宇
都
宮

藩
主
と
な
る
。

１
７
５
０

寛
延
３

幕
府
、
農
民
の
強
訴
・
徒
党
な
ど
を
厳
禁
。

１
７
５
１

寛
延
４

徳
川
吉
宗
死
去
。
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暦
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号
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と
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